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Ａ．研究目的 
 我が国では、医療のアクセスや質を確保しつ

つ、持続可能な医療提供体制を確保していくた

めに、医療計画の策定や地域医療構想の推進が

進められてきた。 
 一方、人口減少・高齢化という人口構造の変

化への対応や、新型コロナウイルス感染症の感

染への対応を踏まえ、第８次医療計画や地域医

療構想の推進に向けて、地域における入院・外

来・在宅に渡る医療機能の分化・連携の重要性

が改めて指摘されている。 
 本研究では、入院・入院外の医療需要を体系

的に把握し、今後の医療提供体制の将来像を検

討するために、NDB データを用いて主傷病別

の医療需要の分析を行った。 
 
 

 
Ｂ．研究方法 
対象： 
 NDB データ（医科入院、DPC、医科入院外）

において、2019 年度のレセプトを分析対象と

した。 
 
方法： 
入院医療需要（医科入院、DPC レセプト）と入

院外医療需要（医科入院外レセプト）に区分し

た上で、主傷病別、性別、年齢階級別に、医療

需要（１日当たり日数）を集計した。主傷病は、

ICD-10 の中分類を用いて区分した。 
 
Ｃ．研究結果 
入院医療需要について、五疾病（がん、脳卒中、

心筋梗塞等の心疾患、糖尿病、精神疾患）の占め

る割合は、全体の 34.3%程度であり、精神疾患が
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17%程度を占めていた（図 1）。 
五疾病以外の疾患分類では神経系（G)、損傷（S）、

呼吸器系（J）、消化器系（K）、筋骨格系（M）

等の疾患の割合が高かった（図 2）。 
入院外医療需要について、五疾病の占める割合

は、全体の 11.2%程度であり、精神疾患が 9%程

度を占めていた（図 3）。 
五疾病以外の疾患分類では、高血圧疾患（I10-

15）や呼吸器系（J）、筋骨格系（M）の疾患の割

合が高かった（図 4）。 
 
Ｄ．考察   
 五疾病に対応する疾患の医療需要は、入院医療

需要で 35%程度、入院外医療需要で 10%程度と、

五疾病でカバーされない疾患の占める割合が大

きいことが明らかになった。 
 五疾病は、患者数や死亡者数が多く国内で広範

かつ継続的な医療の提供が必要と認められた疾

病として、国民の健康の保持を図るために国が政

策として取り組むべきものであるが、地域におけ

る入院・外来・在宅に渡る医療機能の分化・連携

という視点から、各地域の医療提供体制は、各地

域内の医療需要の総量に対応する必要があるこ

とを踏まえると、今後、五疾病以外の疾患に対応

する医療提供体制の検討も一定の重要性がある

と考えられる。 
 本研究の課題としては、1）脳卒中や心筋梗塞と

いった疾患内での病態の違いを考慮する必要性

（例：脳卒中の急性期とリハビリテーション、慢

性期）、2）NDB データにおける主傷病情報の不

確かさ、3）NDB データに含まれない対象集団の

割合が考慮されてない（例：単独公費レセプトで

受診する精神疾患入院等）が挙げられる。 
 
Ｅ．結論 
 本研究の結果、疾患別の医療需要の体系的な分

析結果を得ることが出来た。また、総医療需要に

占める五疾病以外の疾患の割合の高さが明らか

になったことで、医療提供体制の検討においては、

五疾病以外の疾患も一定の重要性があることを

指摘出来た。 
 今後は、より具体的な診療内容に着目した医療

需要の分析及び、将来推計を実施することで、患

者の性質（疾患や診療内容等）ごとに、人口構造

の変化の影響を明らかにし、医療提供体制の将来

像の検討を進めていく必要がある。 
 
Ｆ．健康危険情報 
なし 

 
Ｇ．研究発表 
１.論文発表 
なし 
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なし 
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なし 
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なし 
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図 1 主傷病別１日当たり医療需要（入院） 

図 2 主傷病別１日当たり医療需要（入院） 累積比 
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図 2 主傷病別１日当たり医療需要（入院外） 

図 3 主傷病別１日当たり医療需要（入院外） 累積比 


